





































( r コ j が接尾辞として独立しているという話者の分析によって有声化しないという観点)

























指小辞「コ J に関する先行研究としては、此島(1956、 1968: 114・115) 、小林(1950 : 




































(11)' -1 ~1'"三ダパ、オエノ、板敷ノ下ニモ居ダッキャサー、-1 ~1'" 
(11)" -1 ~1'"::Iダパ、オエノ、板敷ノ下ニモ居ダッキャサー、三主主主
(11)' (11)" のように、(日野 1958 のいう)抽象的把握にfコ」が下接し、具体的把握に
fajが干接する滋要がな-vr-~ どを券宅もhーヨフ記述の妥当性には:疑問がj残&














f コ J は上記(13) ~(15) の下線部を付した形式と同様に、それ自体では独立せず、基体
(b蹴)に付着する接尾辞岡田x) である。但し、 (13) ~(l4) は意味を添加するのみである










(21a) は影山 (1993) でいうく格なし動名詞〉、 (21b) はく格あり動名詞〉である。つまり、前
者は直接目的語にヲ格を取り得ず、後者は取りうる。しかし、いずれlこせよ、「コjが下接









(23a) (23b) は一見すると、動名調+機能動詞「するJ の内部に「コj が挿入されているよう















(27)江戸+こ f子」→江戸ッこ {[ -人]+こ「子j→[+人]}
テレピ十こ「子」→テレピっこ {[ー人]+こ「子j→[+人]}
。7) のように、標準語にみられる「ッ子jは[ー人]を持った語に下接して[+人]の露を形












































j 我々の知識の大半が整理され構造化されるレベル (杉本 1998: 83) 
また、基本レベルカテゴリーの語は、誇構成からみても、他の語と結びついて新しい語
を作りやすい(河上 1996) ことからみると、
(36)a 花束(その他、 f見J など) (37)a 酒癖(その他、「酔いj など)
b ?桜束I?菊束I?梅束 b ?ピール癖I?焼酎癖
c ??植物束 c ??生ビール癖m地ピール癖
d ?飲み物癖
(33) (34) では花、酒が基本レベルの概念となる。 (33) で「コ j の下接しないものは「山桜、
八重桜j 、 (34) ではすべて可能である。いわゆる基本レベルカテゴリー (basic level 





























































































1)城岡 (1995) で述べるように、援音音素Nのあとに促音音素 Qが現れることはごく稀であり、本積
で対象とする形式も例外ではない。
2) 活字の都合上、入りわたりの鼻音は PJ で表す。濃音ではない。
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